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１．はじめに 

  木造建築の振興を図るため様々な対応策が講じられておりますが、その一つとして、木造

建築の受注・設計・生産・供給の合理化が強く求められております。 

   当センタ－においては、合理化した木造建築の生産供給システムを対象とした｢木造建築

合理化システム認定事業」を平成元年から実施し、前回までに９６４システムを認定しまし

た。これまでに認定されたシステムを使って供給した住宅は、累計で７６万棟を越えます。 

 

 

２．認定の対象 

  次の二つのタイプを認定の対象とします。 

   ①基準性能タイプ：木造軸組工法による建築物を生産・供給することができる合理化され

たシステム 

イ 生産・供給において合理化された提案があること 

ロ 性能が建築基準法施行令の関係法令及びフラット３５の関係技

術基準に適合していること 

ハ 規模・平面・立面に選択性を有すること 

ニ 供給後に長期性能保証・維持管理補修サ－ビス等ができること 

  ②長期性能タイプ：基準性能タイプの基準に加え、長期優良住宅の認定基準（長期使用構

造等の基準）の次の性能を有するシステム 

イ 劣化対策（等級３相当） 

ロ 耐震性能（耐震等級２以上 構造躯体の倒壊防止） 

ハ 維持管理・更新の容易性（維持管理対策等級３） 

ニ 省エネ対策（等級４） 

 

 

３．申請システムの審査結果 

  今回、申請のあったシステムについて、当センタ－に設置した審査委員会で審議した結果、

令和８年９月１日付けで、長期性能タイプ１システムを新規認定しました（別紙参照）。 

 

 

問い合わせ先：公益財団法人 日本住宅・木材技術センター 

                         認証部  板橋 

                            TEL 03-5653-7581 

                        FAX 03-5653-7582 



■新規認定･････長期性能タイプ

認定番号
認定システム名
／認定取得者名

システムの概要
所在地
／連絡先

L2607-01

里山住宅長期優良システム

(株)山弘

１．構造材の標準化及びプレカット加工により加工の省力化及び施工の省力化
　　を図っている。
２．構造材・羽柄材の産地直送による流通の短絡化及び木構造資材の一元化に
　　よりデリバリーの効率化を図っている。
３．木造建築合理化システム認定規程による長期性能タイプの基準を満たして
　　いる。
４. 完成後の維持管理体制が整っている。

兵庫県

0790-63-0063

第３８A次　木造建築合理化システム　認定リスト



 
 
 

第１章  システムの基本的な考え方 
当グループは、地域材を活用し、木材料供給から設計・施工・アフターメンテナンスまで合理的で一

貫した住宅供給を行う。本システムの住宅性能は、長期優良住宅水準をベースに耐震・断熱はより高性

能な基準を設定し、安全・安心・省エネな暮らしを目指す。また各社、営業から設計・施工・保証に至

るまでの業務の効率化を図りつつ相互連携し、グループ内で情報を共有する。 

構造材は、最短の調達経路で安定供給を行う。木材調達から製材、加工、現場搬入を一貫してグルー

プ内で行い、各社に細かく対応したプレカット加工によって現場の施工性の向上を図る。 

里山グループ長期優良システムグループ 長期優良の水準 

① 構造躯体の劣化の対策   品確法 等級３ 

② 耐震性    品確法 等級３ 

③ 維持管理・更新の容易性   品確法 等級３ 

④ 省エネルギー性能（地域区分５）  品確法 断熱等性能等級6(UA 値0.46) 

⑤ 35 年以上の保守・修繕計画をし実施

⑥ 住戸面積 75～300 ㎡かつ少なくとも1 の階の床面積が40 ㎡以上(階段部分を除く)

第２章  システムの概要 
①劣化対策 

外気は通気構造とする。 

土台は105×105 ㎜以上のヒノキを用いる。 

②耐震性 

基礎はべた基礎とする。 

根太レス構法とする。 

耐震等級3 を満たし、構造計算はホームズ君構造ＥＸを用いる。 

構造の安定性を意識し、柱と耐力壁の直下率は原則70％以上を目 

標とする。 

③断熱性 

地域区分5 地域において断熱等性能等級6(ＵＡ値 0.46Ｗ/㎡Ｋ) 

の性能を確保する。 

温熱計算は、ホームズ君省エネ診断エキスパートを用いて行う。 

④平面・立面計画と主な設計ルール 

平面モジュールは、910 ㎜を基本とする。 

構造ユニットは原則、最大3,640 ㎜×5,460 ㎜とする。 

開口部の制限最大幅は、3,640 ㎜とする。 

屋根形状は、なるべくシンプルな形状とする。 

階高は、2,350～3,000 ㎜以下とする。 

柱の配置は原則外周部は1 間ごとの柱配置を基本とする。 

横架材の配置は、原則最長スパンは6m とする 

⑤地域材の活用とJAS 構造材の採用 

兵庫県内若しくは周辺地域の産地直送の木材を使用。 

柱材はＪＡＳ材または乙種2 級以上の製材を用いる。 

梁材はＪＡＳ材または甲種2 級以上の製材、および構造用集成材 

を用いる。 

里山住宅長期優良システム システムの名称： 

認定番号 合理化Ｌ２６０７ - ０１ ㈱山弘 



 

第３章  供給体制について 
構成員各社に営業・設計・工事・メンテナンス担当が在籍し、受注・設計・施工・保証まで一貫した各社の責

任による生産システムで運営している。同時に、各工程をグループ内で連携し、本システムに定める品質水準の

確保、構造材・羽柄材・各資材の安定供給、工事現場の効率化、保証体制の整備等を実現する。 
① 受注～設計では、共通ルールに基づきプレゼン・設計を行い、事務局の里山グループ設計室が木材の見積・

発注作業や構造図面の作成補助、構造・温熱計算の支援をし合理的に進める。 
② 施工では、グループ内で構造材、羽柄材の材料調達から加工、工程を考慮した現場搬入を行いつつ、各構

成員が責任を持って現場の施工を行う。共通の施工マニュアルを用いて品質管理を行う。 
③ 保証・保全は各社にて実施し、記録は各構成員及び里山グループ設計室が管理する。 

 
 

第４章  維持管理について 
4.１維持管理補修サービス 

①引き渡し後の維持管理の時期 

・住宅瑕疵担保責任保険(引き渡し後 10 年) 

新築住宅に関する構造耐力上主要な部分及び雨水の浸入を防止する部分（品確法）に起因する瑕疵(かし)が

発生した場合に、その補修等にかかる修補費用などをカバーするための保険に加入。 

・延長保証を行う。新築の引渡しから10年ごとにメンテナンス工事を行い、新築から切れ目のない保証を継続。 

・規定の対象設備の不具合に関して、メーカー保証終了後も、構成員各社がメーカー保証を含む最低5年間を修

理保証をする。 

・引渡し後1〜2年間仕上げ部分や設備等の保証を行う。 

・メンテナンス 

竣工後2年以内に1回以上の点検および5年、10年後に点検を実施し、10年目以降は各社の規定により点検

を行う。 

4.2保全計画書 

部位別に点検項目・実施時期を設け、計画に沿って目視による点検を行う。軽微な傷みは都度部分的な修繕

を行い、構造躯体に影響を及ぼす傷みに対しては全面修繕を検討し顧客へ伝達、実施を促す。 


